
か
つ
て
、
恩
師
山
口
益
先
生
は
仏
教
学
講
義
の
間
に
、
「
仏
教
が
独
覚
の
存
在
を
認
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
の
素
晴
し
さ
を
示
す

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
仏
教
の
大
き
さ
、
広
大
さ
が
あ
る
。
」
と
云
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
卓
越
し
た
見
解
を
今
に
し
て

思
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
小
稿
は
は
か
ら
ず
も
日
本
仏
教
の
上
に
、
畔
支
仏
の
問
題
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た
試
み
で
あ
る
。
そ
れ

が
蟷
螂
の
斧
の
嶮
え
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
試
み
に
立
ち
向
か
わ
せ
た
直
接
の
契
機
は
、
平
安
初
期
の
天
台
座
主
円
珍
（
八
一
四
’
九
一
）
の
「
畔
支
仏
義
集
」

に
出
会
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
小
槁
に
於
て
は
、
以
下
、
独
覚
・
縁
覚
の
用
語
に
よ
ら
ず
に
、
辞
支
仏
の
み
を
用
い
た

の
は
、
こ
の
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
害
は
辞
支
仏
に
関
す
る
資
料
を
、
経
論
及
び
注
釈
か
ら
八
十
八
件
ほ
ど
集
録
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
中
に
は
現
在
で
は
所
在
の
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
検
討
は
必
要
で
あ
る
が
、
今
回
は
し
ば
ら
く
お
き
、

こ
の
書
が
作
成
さ
れ
た
目
的
、
事
情
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
始
め
て
み
た
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
序
で
あ
る
「
辞
支
仏
義
集
縁

起
」
そ
の
他
に
よ
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
「
縁
起
」
の
初
め
の
部
分
を
要
約
し
て
み
る
と
、
畔
支
仏
と
声
聞
と
の
二
乗
は
、
他
を
利
せ
ず
、
断
惑
証
理
に
於
て
大
差
が
な
岨

日
本
仏
教
に
お
け
る
畔
支
仏
の
問
題

匝

一
、
「
辞
支
仏
義
集
縁
起
」
に
つ
い
て

Ｉ
受
容
と
展
開
Ｉ

白
土

わ

か



い
。
唯
、
四
諦
を
法
門
と
す
る
と
因
縁
を
法
門
と
す
る
と
の
差
が
あ
る
。
声
聞
は
衆
と
共
に
行
じ
、
辞
支
仏
は
衆
と
離
れ
て
行
ず
る
。
畔

支
仏
に
は
ま
た
部
類
と
共
に
あ
る
部
行
と
、
部
類
と
離
れ
て
独
り
あ
る
麟
角
と
が
あ
る
。
声
聞
・
辞
支
仏
は
共
に
灰
身
滅
智
の
浬
藥
に
入

る
が
、
後
、
必
ず
大
乗
に
廻
向
し
究
極
の
証
果
に
至
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
。
次
に
続
く
文
章
に
つ
い
て
は
、
本
文
を
掲

る
が
、
後
、
必
ず
大
手

げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ぴ
し
く
非
難
し
て
い
る
。
か
つ
一

す
る
円
珍
の
非
難
な
の
で
あ
る
。

徳
一
と
最
澄
と
の
論
靜
は
、
串

て
の
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
↓

⑤

二
乘
入
無
餘
後
同
心
章
」
に
見
ゞ

た
の
で
は
な
い
。

し
か
し
円
珍
の
「
畔
支
佛
義
集
縁
起
」
は
、
そ
の
当
時
に
麟
角
の
問
題
が
と
り
た
て
て
沙
汰
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
教

字
上
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
当
時
の
現
実
の
社
会
情
勢
が
背
景
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

「
縁
起
」
の
終
り
の
部
分
は
、
こ
の
『
畔
支
佛
義
集
」
が
叡
山
の
山
中
を
出
て
、
天
下
に
広
く
行
き
渡
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
現
実
性

’
一
忽
小
１
，
４
Ⅲ
川
下
Ｆ
ノ
ー
ト
エ
〆
久
ル
ル
胱
而
羽
絹
別

日
本
仁
和
三
年
丁
未
歳
秋
月
。
延
暦
山
僧
圓
珍
敬
記
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
辞
支
仏
は
部
行
・
麟
角
と
も
に
大
乗
に
廻
向
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
南
都
法
相
宗
の
立
場
を
き

し
く
非
難
し
て
い
る
。
か
っ
て
は
徳
一
と
最
澄
と
の
論
評
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
、
七
十
余
年
を
経
て
、
法
相
宗
の
麟
角
不
成
仏
説
に
対

復
部
麟
二
行
竝
在
二
佛
世
及
滅
後
争
其
廻
二
向
大
乘
一
任
二
大
機
熟
之
遅
速
一
也
。
若
失
二
此
理
一
依
二
増
上
慢
一
深
堕
二
阿
鼻
獄
大
坑
↓
昔
北

韓
讃
二
四
實
一
巖
食
誇
二
一
權
毛
生
身
燗
壌
堕
し
悪
無
し
疑
。
若
執
二
麟
角
不
廻
入
大
王
彼
非
二
羅
漢
毛
非
二
辞
支
佛
や
非
二
佛
弟
子
や
非
二
程

②
③

教
や
實
供
二
養
爾
一
者
堕
二
三
悪
道
毛
是
事
可
レ
怖
。
余
爲
レ
術
二
撞
忘
一
略
集
二
於
斯
義
や
分
爲
二
上
下
巻
毛
山
中
之
疏
。
或
未
レ
被
二
之
天

教
や
實
供
二
養
爾
一
者

下
毛
後
侶
更
與
惨
群

は
、
中
国
仏
教
以
来
の
一
乗
三
乗
権
実
論
評
・
仏
性
論
靜
の
系
譜
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
そ
の
立
場
を
固
執
し

④

た
。
そ
の
中
に
は
麟
角
定
性
の
問
題
も
あ
り
、
「
守
護
國
界
章
」
巻
下
の
「
一
切
有
情
皆
悉
成
佛
章
」
・
「
定
性

に
見
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
論
評
の
一
部
な
の
で
あ
っ
て
こ
の
問
題
の
み
を
と
り
た
て
て
問
題
に
し
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円
珍
は
当
時
の
天
台
座
主
と
し
て
の
立
場
も
あ
っ
て
か
、
仏
教
界
を
憂
盧
し
て
の
言
葉
や
、
批
判
の
そ
れ
が
他
の
著
作
の
上
に
も
見
え

⑨

て
い
る
。
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
經
文
句
合
記
」
に
は
、
我
が
国
の
論
議
は
自
ら
を
是
と
し
他
を
段
る
こ
と
甚
だ
し
い
と
批
判
し
、
ま
た
諸

宗
先
師
の
承
稟
な
く
、
文
疏
に
於
て
意
に
任
せ
て
放
言
す
る
等
と
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
朝
の
沙
弥
に
つ
い
て
は
、
多
く
は
仏
法
無

く
、
六
念
を
学
ば
ず
夏
安
居
せ
ず
布
薩
堂
に
上
ら
ず
、
鉢
具
を
蓄
う
る
こ
と
を
解
せ
ず
、
俗
と
異
な
る
こ
と
な
く
無
葱
で
あ
る
。
こ
れ
ら

沙
弥
は
初
め
我
が
天
台
の
山
よ
り
出
た
も
の
で
あ
る
と
混
同
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
こ
と
で
ど
う
し
て
仏
法
あ
る
世
界
と
い
え
よ
う
か
。

ま
た
度
縁
を
得
て
受
戒
し
た
僧
に
し
て
も
護
法
守
戒
の
心
が
な
い
。
だ
か
ら
唐
よ
り
渡
来
し
た
僧
義
空
は
、
鑑
真
以
来
の
伝
戒
は
ど
う
な

っ
た
の
か
、
戒
に
違
背
す
る
沙
弥
は
都
に
満
ち
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
嘆
い
て
い
る
。
彼
等
は
朝
家
の
招
請
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
僧
次
も
知
ら
ず
、
南
都
の
僧
達
は
手
を
叩
い
て
調
堺
し
て
い
る
と
、
円
珍
は
慨
嘆
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
沙
弥
達
は
寺
院
に
属
せ
ず
自
由
な
存
在
で
あ
っ
て
、
律
令
仏
教
下
の
、
そ
し
て
伝
統
と
学
問
を
誇
る
南
都
の
僧
達
に
は
、
見
逃

し
難
い
存
在
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
四
分
律
を
棄
て
梵
網
戒
と
三
聚
浄
戒
の
み
に
よ
ろ
う
と
す
る
最
澄
以
来
の
叡
山
の
授
戒
制

度
は
、
そ
の
乱
れ
の
根
源
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑩

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
円
仁
（
七
九
四
’
八
六
四
）
の
『
顕
揚
大
戒
論
」
と
そ
の
序
に
注
目
し
て
み
た
い
。
第
三
代
天
台
座
主
で
あ
っ
た

円
仁
は
、
最
澄
の
没
後
も
、
そ
の
小
戒
棄
捨
大
戒
建
立
の
授
戒
制
度
に
批
判
を
続
け
る
南
都
側
に
対
応
す
べ
く
「
顕
揚
大
戒
論
』
を
作
成

し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
完
成
を
待
た
ず
に
没
し
た
の
で
、
弟
子
の
第
四
代
座
主
安
慧
が
そ
れ
を
完
成
し
、
そ
の
序
を
作
る
の
に
、
菅
原

弟
子
。
非
畔
支
羅
漢
。
是
法
制

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
『
大
円

へ
の
戒
め
の
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。

が
認
め
ら
れ
る
。
又
、
本
書
末
尾
に
は

案
（
中
略
）
此
訓
經
上
無
師
者
也
。
既
未
清
淨
事
須
勤
力
廻
向
大
乘
修
菩
薩
行
究
得
逓
知
純
淨
之
位
。
若
不
然
者
。
如
法
華
説
非
佛

⑥

弟
子
。
非
畔
支
羅
漢
。
是
法
外
人
非
鐸
教
實
。⑦
⑧

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
『
大
日
經
」
と
一
行
釈
「
大
日
經
釈
」
を
引
用
し
て
の
『
畔
支
佛
義
集
」
の
結
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
麟
角

のT
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是
善
に
草
案
を
見
せ
相
談
し
た
。
是
善
は
子
の
道
真
に
そ
れ
を
言
き
あ
げ
さ
せ
た
。
道
真
は
二
十
二
歳
の
文
章
生
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
に
、
叡
山
の
戒
に
つ
い
て
の
南
都
の
誹
誇
が
記
さ
れ
、
そ
こ
に

遂
設
二
梵
綱
宗
一
以
爲
二
沙
彌
宗
幻
艇
二
三
聚
教
一
以
二
爲
非
信
教
家

と
あ
る
が
、
梵
網
宗
を
破
し
て
沙
弥
宗
に
す
ぎ
ぬ
も
の
と
し
、
三
聚
教
を
お
と
し
め
て
非
僧
教
と
な
し
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。
こ
の

序
の
作
ら
れ
た
の
は
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
で
あ
り
、
円
珍
の
『
辞
支
佛
義
集
」
撰
述
（
仁
和
三
年
八
八
七
）
、
「
文
句
合
記
』
撰
述
（
仁
和

四
年
八
八
八
）
よ
り
二
十
年
ほ
ど
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
沙
弥
の
問
題
は
、
南
都
法
相
側
か
ら
は
畔
支
仏
の
、
し
か
も
成
仏
不
可
能
な
麟
角
に
過
ぎ
ぬ
も
の
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

平
安
初
期
に
お
け
る
沙
弥
の
様
態
が
、
畔
支
仏
と
さ
れ
艇
し
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
し
た
が
、
こ
う
し
た
問
題
は
、

単
に
沙
弥
の
問
題
に
の
み
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
更
に
広
く
そ
の
様
相
を
考
察
し
、
日
本
仏
教
の
実
際
を
探
っ
て
み
た

古
代
仏
教
に
お
け
る
辞
支
仏
の
問
題
を
考
え
る
に
当
っ
て
は
、
そ
の
始
め
の
流
伝
に
つ
い
て
か
ら
考
察
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
公
伝
で
は
な
く
私
伝
に
於
て
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
仲
々
の
困
難
事
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
伝
承
の
中
に
、
少
し
く
考

察
を
加
え
て
み
た
い
。

ろ
う
か
。

い
、

以
下
は
、
視
点
を
広
げ
て
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
鮮
支
仏
の
問
題
の
考
察
に
入
る
こ
と
に
し
た
い
。

ザ
、
ｖ
Ｊ
ｌ
咄
Ｔ
Ｊ

法
道
は
七
世
紀
中
頃
に
イ
ン
ド
よ
り
渡
来
し
、
播
磨
山
中
の
法
華
山
一
乗
寺
や
諸
寺
院
の
開
山
と
な
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
渡
来
僧
で

イ
、
法
道

｜
｜
、
辞
支
仏
の
流
伝
に
つ
い
て
の
伝
承

ﾌク



本
稿
で
は
、

げ
て
み
る
と

人
物
で
あ
っ
て
、
徳
道
を
さ
‐

研
究
に
よ
る
実
在
説
が
あ
る
〔

本
稿
で
は
、
『
元
亨
釈
書
一

も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

現
在
で
は
、
文
献
に
法
道
④

あ
る
。
し
か
し
そ
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
早
く
よ
り
輻
湊
し
た
説
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

⑪

法
道
の
伝
は
『
元
亨
釈
書
」
一
八
（
元
亨
二
年
、
一
三
一
三
成
立
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
峯
相
記
」
（
真
和
四
年
、
一
三
四
八
成
立
）

に
は
、
法
道
伝
を
『
元
亨
釈
害
」
の
記
述
に
よ
っ
て
載
せ
な
が
ら
、
一
方
、
普
光
寺
の
建
立
に
関
す
る
記
事
で
は
、
法
道
と
播
磨
出
身
の

⑫
⑬

僧
徳
道
（
六
五
六
ｌ
）
と
を
混
同
し
て
い
る
。
尤
も
同
書
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
「
校
訓
」
に
は
、
法
道
と
徳
道
と
に
は
年
代
の
差
が
あ

り
誤
り
で
あ
る
と
た
だ
し
て
い
る
が
。

⑭

又
、
『
元
亨
釈
書
』
二
八
長
谷
寺
の
項
で
は
、
寺
の
建
立
者
に
徳
道
の
名
が
見
え
、
そ
の
下
に
割
註
で
「
乃
法
道
仙
人
」
と
あ
っ
て
、

こ
れ
も
混
乱
を
来
す
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
割
註
は
「
元
亨
釈
書
』
成
立
よ
り
約
六
十
年
を
経
て
、
一
二
の
学
僧
が
付
し
た

國
塑
又
牛
頭
天
祁
現
二
形

穗
二
室
鉢
仙
人
毛
（
下
略
）

法
道
仙
人
者
。
天
竺
人
也
。
初
霊
鷲
山
中
有
一
一
仙
苑
毛
五
百
持
明
仙
。
修
二
金
剛
摩
尾
法
や
皆
能
得
し
道
。
須
爽
遊
二
十
方
刹
一
便
還
二
本

虎
毛
肺
力
如
し
是
。
壽
無
量
歳
。
導
二
利
人
天
毛
道
者
其
一
也
。
一
時
乘
二
紫
雲
一
出
二
仙
苑
毛
經
二
支
那
一
過
二
百
濟
一
入
二
吾
日
域
一
下
二
播

州
印
南
郡
法
華
山
や
其
山
八
朶
。
故
爲
レ
號
也
。
干
し
時
溪
谷
出
二
五
色
光
宅
道
見
爲
二
霊
厘
毛
居
焉
。
常
訶
二
法
華
一
修
二
密
観
や
所
し
持

道
具
。
千
手
大
悲
銅
像
。
佛
舍
利
。
寶
鉢
而
已
。
餘
無
二
長
物
↓
一
日
多
聞
天
王
駕
レ
雲
來
語
し
道
日
。
我
當
下
擁
二
護
正
法
一
鎭
車
撫
邦

國
塑
又
牛
頭
天
祁
現
二
形
西
峯
一
日
。
我
願
任
二
除
災
之
役
毛
道
得
二
千
手
寶
鉢
法
や
天
龍
鬼
祁
來
往
奉
事
。
常
飛
レ
鉢
受
レ
供
。
州
人

⑯

文
献
に
法
道
の
名
が
初
見
す
る
の
は
養
和
元
年
（
二
八
一
）
の
清
水
寺
文
書
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
、
法
道
は
架
空
の

、
徳
道
を
さ
し
て
法
・
法
道
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
が
あ
り
、
一
方
に
は
特
に
美
術
史
家
の
間
に
、
遣
仏
像
の

一
八
、
神
仙
の
部
の
法
道
上
人
伝
に
よ
っ
て
、
少
し
く
そ
の
考
察
を
試
み
た
い
。
ま
ず
本
文
の
前
半
を
褐

旬
ｏ

ｎ
／
臼



こ
れ
は
博
識
の
虎
関
師
錬
が
伝
聞
す
る
所
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
注
目
さ
れ
る
叙
述
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
法
道
は⑰

仙
人
と
呼
ば
れ
、
天
竺
霊
鶯
山
の
仙
苑
に
あ
っ
て
五
百
持
明
仙
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
増
一
阿
含
經
」
三
二

⑬
⑲

や
『
善
見
律
毘
婆
沙
」
八
ま
た
『
大
毘
婆
沙
論
」
四
六
等
に
見
ら
れ
る
王
舍
城
耆
闇
晩
山
中
の
、
即
ち
霊
鷲
山
中
の
仙
人
山
を
連
想
さ
せ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
何
れ
も
、
霊
鷲
山
中
の
仙
人
山
に
五
百
の
畔
支
仏
あ
り
と
記
さ
れ
、
「
善
見
律
毘
婆
沙
」
で
は
、
五
百
の
辞

支
仏
が
入
っ
た
山
、
伊
私
耆
梨
量
函
忌
が
仙
人
山
で
あ
る
と
し
、
『
大
毘
婆
沙
論
」
で
は
伊
師
迦
山
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、

如
下
五
百
仙
人
在
二
伊
師
迦
山
中
一
修
道
。
本
是
聲
聞
出
中
無
佛
世
塑
獅
猴
爲
現
二
佛
弟
子
相
や
彼
皆
學
レ
之
證
二
濁
覺
果
一
無
學
不
些
受
二
外

⑳

と
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
仏
教
に
入
っ
て
安
然
（
八
四
一
’
九
一
五
？
）
の
「
眞
言
宗
教
時
義
」
二
に

小
乘
婆
沙
倶
舍
論
等
説
。
伊
沙
山
有
二
五
百
猫
覺
毛
時
有
二
群
猿
一
先
見
二
比
丘
團
逹
行
道
や
彼
猿
學
レ
之
以
現
二
威
儀
↓
時
五
百
人
見

』
彼
悟
レ
道
。
又
猫
覺
人
飛
華
落
葉
以
證
二
聖
果
毛

と
、
伊
沙
山
営
恥
忌
に
五
百
の
独
覚
あ
り
と
し
、
仙
人
山
の
五
百
の
畔
支
仏
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
『
元

亨
釈
耆
」
の
法
道
仙
人
伝
は
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
、
そ
れ
が
密
教
化
し
た
形
で
受
け
つ
が
れ
た
伝
承
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
あ

る
。
密
教
化
し
た
形
と
し
て
、
五
百
の
畔
支
仏
は
五
百
の
持
明
仙
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
持
明
仙
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
を
加
え
て

る
ｃ
密
牝

み
た
い
、

（
哩

持
明
仙
と
は
、
も
と
イ
ン
ド
の
神
話
的
存
在
で
あ
り
、
明
呪
を
持
す
る
仙
人
の
こ
と
と
い
わ
れ
る
が
、
密
教
で
は
『
蘇
悉
地
掲
嚥
經
」

（
善
無
畏
訳
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

得
持
明
仙
。
乘
杢
遊
往
。
成
就
五
通
。
又
有
多
種
。
或
得
諸
漏
蓋
。
或
得
辞
支
佛
地
。
或
證
菩
薩
位
置
。
或
知
解
一
切
事
。
或
蕪
才

⑳

多
聞
。
或
成
吠
路
羅
戸
・
或
成
藥
叉
尼
。
或
得
眞
陀
摩
尼
。
或
無
蓋
伏
藏
。

⑳

こ
れ
を
円
仁
の
『
蘇
悉
地
掲
羅
經
略
疏
」
に
よ
っ
て
理
解
す
る
と
、
乗
空
と
は
「
飛
行
速
到
。
山
障
無
礒
也
」
と
あ
り
、
五
通
を
成
就

道
一
故

ワバ
白玉



す
る
と
は
「
謂
天
眼
通
。
天
耳
通
。
知
他
心
通
。
宿
命
通
。
身
如
意
通
也
・
」
と
な
っ
て
お
り
、
深
禅
定
中
に
発
得
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
能
力
を
具
え
た
持
明
仙
に
は
、
漏
尽
の
者
を
は
じ
め
、
辞
支
仏
・
菩
薩
等
が
あ
る
と
い
い
、
そ
の
中
、
吠
路
羅

戸
成
就
と
は
「
族
姓
家
生
、
盛
年
無
病
。
卒
死
階
無
二
癩
跡
一
（
下
略
）
」
を
成
就
す
る
こ
と
と
い
う
。
又
、
薬
叉
尼
を
成
就
す
る
と
は

「
是
藥
叉
女
。
若
持
念
人
得
二
悉
地
一
時
。
彼
輩
率
し
類
無
し
不
二
承
事
ご
と
あ
り
、
真
陀
摩
尼
を
得
る
と
は
、
「
其
珠
用
二
紅
頗
璃
光
淨
無

壁
詞
或
好
水
精
。
若
於
一
此
珠
得
二
悉
地
一
時
。
衆
人
所
し
樂
世
レ
不
二
賜
與
一
」
こ
と
を
成
ず
る
こ
と
と
い
う
。
即
ち
如
意
宝
珠
で
あ
る
。
次

の
伏
藏
と
は
金
銀
諸
珍
を
以
て
貧
乏
に
濟
供
す
る
こ
と
い
う
。

持
明
仙
と
は
こ
れ
ら
の
種
々
相
と
能
力
を
備
え
た
仙
人
で
あ
り
、
法
道
仙
人
も
ま
た
、
こ
う
し
た
秀
れ
た
存
在
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
同
系
統
の
儀
軌
は
写
本
と
し
て
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
、
胄
蓮
院
吉
水
蔵
『
飛
鉢
儀

⑮軌
」
（
内
題
雰
兇
仙
人
飛
鉢
儀
塾
大
興
善
寺
沙
門
不
空
抜
出
）
で
、
奥
書
は
「
承
保
四
年
六
月
十
二
日
奉
書
了
良
祐
」
、
更
に
（
朱
書

一
）
「
即
移
鮎
了
」
（
朱
書
二
）
「
同
十
四
日
於
南
泉
房
奉
受
了
」
と
な
っ
て
い
る
。⑳

そ
の
第
二
は
同
じ
青
蓮
院
蔵
「
飛
鉢
儀
軌
」
（
内
題
）
『
持
兇
仙
人
飛
鉢
儀
軌
」
。
奥
書
は
（
後
筆
）
「
承
久
二
年
正
月
七
日
於
無
動
寺
随

大
乘
院
僧
正
首
尾
傳
受
了
道
覺
」
で
あ
り
、
「
續
蔵
本
」
は
こ
の
系
統
に
な
る
。

『
續
蔵
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
儀
軌
は
、
「
不
空
抜
出
」
と
な
っ
て
お
り
、
奥
書
に
よ
れ
ば
「
承
久
二
年
正
月
七
日
於
無
動
寺

大
乘
院
僧
正
首
尾
傳
受
了
道
覺
文
政
五
年
壬
午
春
三
月
以
東
叡
山
眞
如
院
蔵
本
令
二
耆
嶌
之
一
自
午
一
校
畢
龍
肝
」
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
ｃ

た
こ
し
」
に
た
ぜ
↓
ゐ
ｃ

る
C

『
元
亨
釈
耆
』
に
は
ま
た
、
法
道
が
千
手
の
宝
鉢
法
を
得
て
、
天
竜
鬼
神
来
り
て
奉
事
し
、⑳

の
飛
鉢
法
に
関
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
持
呪
仙
人
飛
鉢
儀
軌
』

常
に
鉢
を
飛
ば
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ

と
い
う
儀
軌
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ

25



こ
の
儀
軌
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
『
續
蔵
本
」
に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
ま
ず
そ
の
名
称
の
「
持
兇
仙
人
」
と
は
、
明
呪
を
持

す
る
人
で
あ
り
、
持
明
仙
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
道
仙
人
を
指
す
と
見
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
儀
軌
が
天
台
宗
寺
院
に
相
伝
さ
れ
て
き
た
事
実
と
、
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
法
華
山
一
乗
寺
が
天
台
宗
に
な

っ
た
の
は
、
恐
ら
く
円
仁
の
頃
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

⑳

次
に
こ
の
儀
軌
に
は
、
「
不
空
抜
出
」
と
あ
り
、
不
空
訳
『
如
意
寶
珠
韓
論
秘
密
現
身
成
佛
金
輪
光
王
經
」
（
略
、
『
金
輪
兇
王
經
」
、
偽

経
と
さ
れ
る
。
）
「
放
鉢
品
」
と
類
似
し
て
い
て
、
こ
れ
を
も
と
に
作
り
直
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
差
異
が
あ
る
が
、
「
儀
軌
』
の
特
徴
を
あ
げ
て
み
る
と
、
「
放
鉢
品
」
で
は
「
佛
の
た
ま
わ
く
」
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
「
儀
軌
』
で
は
「
大
阿
闇
梨
云
く
」
で
あ
る
。
そ
し
て
持
呪
仙
人
が
風
雲
に
乗
じ
、
一
切
の
練
行
沙
門
を
従
え
、
命
じ
て

鉢
を
以
て
三
千
世
界
を
巡
り
王
宮
、
百
官
諸
臣
の
家
等
に
至
ら
し
め
る
と
も
な
っ
て
い
る
。
真
言
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
詞
す
る

時
は
、
竜
王
達
来
り
て
鉢
を
頂
き
一
念
の
間
に
十
方
界
に
至
る
と
い
う
。

「
放
鉢
品
」
に
は
、
こ
の
秘
法
は
「
先
佛
修
行
要
行
祁
仙
秘
法
」
と
あ
る
が
、
『
儀
軌
」
は
「
是
秘
法
昔
大
仙
人
常
所
執
持
現
大
脚
力
」

と
あ
り
、
行
者
そ
の
人
の
修
法
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

以
下
は
、
こ
の
法
を
修
行
す
る
人
に
対
す
る
細
か
い
心
得
が
示
さ
れ
て
い
て
、
日
夜
一
心
に
唯
一
兜
を
荊
す
る
な
ら
ば
、
三
年
に
至
ら

ず
し
て
空
鉢
を
遣
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
天
台
宗
寺
院
に
相
伝
せ
ら
れ
た
儀
軌
で
あ
る
。
冑
蓮
院
蔵
の
第
一
本
は
承
保
四
年
（
一
○
七
七
）
、
第
二
本
は
承
久
二

年
（
一
三
一
○
）
、
曼
殊
院
蔵
の
第
三
本
は
大
治
二
年
（
一
二
一
七
）
の
書
写
及
び
伝
受
と
な
っ
て
お
り
、
平
安
中
期
以
後
、
後
期
に
か
け

子
め
う
（
》
○

て
の
も
の
で
あ
る
。

画

そ
の
第
三
は
曼
殊
院
蔵
の
『
持
兇
仙
人
飛
鉢
儀
軌
」
で
あ
る
。
奥
吉
は
「
大
治
二
年
五
月
廿
六
日
於
勝
林
院
稟
受
了
仁
弁
記
之
」
と
恥



こ
の
「
儀
軌
」
が
作
ら
れ
た
の
は
、
不
空
（
七
○
五
’
七
七
四
）
訳
と
さ
れ
る
「
放
鉢
品
」
以
後
の
事
で
あ
る
か
ら
、
八
世
紀
以
後
の
こ

と
は
明
か
で
あ
る
が
、
飛
鉢
の
法
が
実
際
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
例
と
し
て
、
『
古
事
談
」
三
に
伝
え
る
平

⑳

安
中
期
の
天
台
僧
浄
蔵
（
八
九
一
’
九
六
四
）
の
逸
話
が
あ
る
。
浄
蔵
が
叡
山
に
住
ん
で
い
た
頃
、
鉢
法
を
行
な
っ
て
鉢
を
飛
ば
し
て
い
た

話
で
あ
る
。

又
、
天
台
宗
の
入
宋
僧
寂
照
（
九
六
二
？
’
一
○
三
四
）
は
、
長
保
五
年
（
一
○
○
三
）
、
源
信
の
「
天
台
宗
疑
問
二
十
七
条
」
を
携
え
て

入
宋
し
た
。
彼
の
地
に
於
て
国
王
の
催
し
た
斉
会
に
招
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
王
は
そ
の
席
上
、
僧
達
に
そ
れ
ぞ
れ
の
鉢
を
飛
ば
し
て
食

⑳

を
得
よ
と
申
し
渡
し
た
。
順
番
が
寂
照
の
所
に
廻
っ
て
来
た
時
、
寂
照
は
次
の
よ
う
に
云
っ
た
と
い
う
。
『
今
昔
物
語
集
』
一
九
に
よ
る

とと
で
あ
る
ｃ

⑳

『
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
行
法
は
全
く
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
法
道
以
来
＠

の
伝
承
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
『
宇
治
大
納
言
物
語
」
の
編
者
と
さ
れ
る
源
隆
國
（
一
○
○
四
’
一
○
七
七
）

の
場
合
を
考
え
て
み
た
い
。
隆
國
は
聡
明
博
識
な
知
識
人
で
仏
教
に
関
し
て
も
深
い
造
詣
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
晩
年
を
平
等
院
南
泉
房

に
籠
っ
て
い
た
が
、
従
来
の
人
の
物
語
を
聞
い
て
談
話
を
収
集
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
而
し
て
彼
が
没
し
た
の
は
、
承
保
四
年
（
一

○
七
七
）
七
月
九
日
の
こ
と
と
い
う
。

「
鉢
ヲ
令
飛
ル
事
ハ
別
ノ
法
ト
シ
テ
、
其
行
法
ヲ
修
シ
テ
令
飛
ル
事
也
。
而
ル
ー
、
寂
照
未
ダ
其
ノ
法
ヲ
不
習
ズ
。
日
本
ノ
國
ニ

ハ
古
へ
希
二
其
法
ヲ
習
ヘ
ル
人
有
ケ
リ
ト
傳
ヘ
間
ク
ト
云
ヘ
ド
モ
、
末
ノ
世
ニ
ハ
其
ノ
法
ヲ
行
う
人
先
シ
◎
此
レ
絶
ダ
ル
事
也
。
然

レ
バ
何
二
依
テ
カ
寂
照
ガ
鉢
ヲ
令
飛
ム
」

と
あ
る
が
、
寂
照
は
結
局
、
す
す
め
ら
れ
て
三
宝
を
念
じ
て
鉢
を
飛
ば
し
た
と
い
う
。
寂
照
の
こ
の
言
葉
は
、
そ
の
当
時
の
飛
鉢
に
つ
い

て
の
一
般
の
認
識
を
伝
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
飛
鉢
に
は
別
の
行
法
が
あ
る
と
は
、
「
儀
軌
」
に
よ
る
行
法
に
よ
っ
て
修
練
を
積
む
こ

のウ

ムノ



⑭

又
、
同
じ
く
こ
の
吉
に
は
、
東
播
磨
の
一
乗
寺
や
普
光
寺
を
中
核
と
す
る
寺
々
に
は
、
土
俗
的
な
呪
術
性
が
強
い
と
云
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
遠
く
法
道
に
そ
の
源
を
発
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
古
く
始
め
の
も
の
は
、
ず
っ
と
後
代
に
残
る
例
は
他
に

⑮

も
見
ら
れ
る
。
法
道
は
『
元
亨
釈
書
」
に
は
「
持
明
仙
」
、
「
飛
鉢
儀
軌
』
で
は
「
持
兇
仙
人
」
と
呼
ば
れ
、
役
小
角
よ
り
早
く
、
こ
の
地

方
に
存
在
し
た
初
期
雑
密
の
行
者
で
あ
り
、
辞
支
仏
で
あ
っ
た
。

＠

説
に
傾
い
て
お
ら
れ
る
。

以
上
、
怯
道
に
つ
い
て
煩
煩
に
述
べ
て
き
た
が
、
初
期
雑
密
の
行
者
で
あ
り
、
「
元
亨
釈
書
』
の
示
す
よ
う
に
、
千
手
観
音
、
多
聞
天
、

牛
頭
天
神
の
よ
う
な
種
々
の
信
仰
を
持
つ
渡
来
僧
と
し
て
、
伝
承
の
中
に
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
か

ら
中
国
・
朝
鮮
を
経
て
播
磨
の
山
中
に
入
っ
た
、
自
由
な
辞
支
仏
と
し
て
の
行
者
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
数
は
何
人
か
を
伴
っ
て
や
っ
て

き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
仏
教
公
伝
以
外
に
、
こ
の
よ
う
な
伝
来
の
姿
は
、
日
本
仏
教
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
で
あ
る
。

美
術
史
家
の
井
上
正
教
授
は
、
法
華
山
一
乗
寺
関
連
の
遣
仏
像
の
研
究
を
進
め
て
お
ら
れ
る
が
、
特
に
近
年
、
一
乗
寺
本
堂
の
厨
子
の

中
か
ら
発
見
さ
れ
た
二
躯
の
小
金
銅
仏
か
ら
、
法
道
の
実
在
を
認
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
恥
の
中
、
一
躯
は
飛
鳥
様
式
を
と
ど

め
る
白
鳳
仏
で
あ
り
、
他
の
一
恥
は
朝
鮮
三
国
時
代
の
渡
来
仏
と
見
ら
れ
、
何
れ
も
法
道
が
一
乗
寺
を
創
建
し
た
頃
の
古
仏
で
あ
る
と
い

う
。
又
、
本
寺
草
創
の
故
地
と
さ
れ
る
古
法
華
の
地
に
は
、
七
世
紀
後
半
頃
作
と
推
定
さ
れ
る
石
造
三
尊
仏
寵
が
あ
り
、
法
道
仙
人
実
在

こ
こ
で
思
い
合
わ
せ
る
の
は
、
前
掲
の
青
蓮
院
蔵
『
飛
鉢
儀
軌
」
の
奥
書
で
あ
る
。
そ
れ
は
承
保
四
年
六
月
十
二
日
に
天
台
僧
良
祐
が
、

南
泉
房
に
於
て
こ
の
「
儀
軌
」
を
筆
写
し
、
同
十
四
日
に
伝
受
し
了
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
隆
國
と
良
祐
は
同
じ
時
代
を
生
き

た
の
で
あ
っ
て
、
博
識
で
南
泉
房
に
籠
っ
て
い
た
隆
國
は
こ
の
一
飛
鉢
儀
軌
」
の
存
在
を
当
然
知
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
」
や
『
今
昔
物
語
集
」
の
飛
鉢
法
に
関
す
る
別
法
も
、
南
泉
房
所
蔵
の
、
良
祐
が
筆
写
伝
受
し
た

『
持
兇
仙
人
飛
鉢
儀
軌
」
に
当
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
時
、
持
兜
仙
人
と
は
法
道
仙
人
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
思
う

の
で
坐
め
る
。
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ら
か
で
は
な
い
。

事
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、

こ
の
書
は
、
豊
後
国
出
身
の
禅
僧
密
雲
彦
契
（
一
七
○
三
’
四
九
）
が
、
豊
前
・
豊
後
の
仏
教
事
情
を
、
そ
の
初
め
よ
り
明
か
す
べ
く
、

⑯

諸
山
の
老
僧
に
尋
ね
、
断
碑
、
口
碑
を
調
べ
、
こ
の
国
に
出
入
し
た
僧
侶
の
伝
記
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
五
巻
は
顕
密
の
高

僧
に
つ
い
て
述
べ
、
貴
重
な
示
唆
に
富
む
。
そ
の
中
、
一
二
の
例
を
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

㈲
善
正
は
北
魏
の
人
で
久
法
を
念
じ
て
海
を
渡
り
、
太
宰
府
に
達
し
た
。
継
体
天
皇
二
五
年
（
五
三
一
）
の
事
で
、
日
本
に
は
仏
教

は
未
だ
広
ま
ら
な
い
頃
で
あ
っ
た
。
彼
は
峯
山
の
山
容
を
見
て
、
聖
賢
神
仙
の
棲
む
所
と
し
て
石
窟
を
構
え
二
十
余
年
を
経
た
が
、
時
期

未
だ
至
ら
ず
と
魏
に
帰
っ
た
と
い
う
。

太
宰
府
に
着
い
た
と
い
う
事
は
、
公
的
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
何
を
意
味
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
窟

に
二
十
余
年
を
経
た
と
い
う
こ
と
は
、
畔
支
仏
と
し
て
の
存
在
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
善
正
の
許
に
は
、
一
猟
師
来
り
乞
う
て
弟
子
と
な

り
、
忍
辱
と
称
し
て
苦
練
修
行
し
た
と
い
う
。

善
正
は
修
験
道
彦
川
の
開
山
と
さ
れ
る
人
で
あ
る
。

口
那
迦
は
イ
ン
ド
人
で
、
推
古
天
皇
の
末
年
（
七
世
紀
初
め
）
、
中
国
を
通
り
越
し
て
日
本
を
見
る
べ
く
や
っ
て
き
た
。
豊
後
の
植

田
山
を
望
見
し
、
驚
い
て
曰
く
、
こ
の
山
は
鷲
峯
山
の
小
嶺
に
似
て
い
る
と
。
こ
の
地
に
は
大
神
祐
正
と
い
う
人
あ
り
。
十
一
面
大
悲
像

を
山
中
よ
り
得
て
い
た
が
、
那
伽
を
迎
え
て
伽
藍
を
作
り
、
飛
来
山
霊
山
寺
と
名
づ
け
た
と
い
う
。
那
伽
は
こ
の
山
に
あ
る
こ
と
数
十
年
、

徳
光
四
方
に
輝
い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
逸
話
は
、
前
述
の
法
道
仙
人
の
場
合
と
似
通
っ
た
も
の
が
あ
る
。

「
豐
鐘
善
鳴
録
」
よ
り
の
引
用
は
、
以
上
の
例
に
と
ど
め
る
が
、
日
本
に
仏
教
が
流
伝
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
。
日
本
仏
教
の
多
面
性
を
知
る
為
に
は
、
中
央
の
事
情
の
み
な
ら
ず
、
地
方
に
流
伝
し
展
開
し
た
跡
を
辿
る
こ
と
が
必
要

口
、
「
豐
鐘
善
鳴
録
」

唖

長
野
覚
博
士
が
講
演
「
九
州
の
山
岳
信
仰
」
の
中
で
、
修
験
道
の
開
山
や
神
仏
鎮
座
伝
承
に
、
役
小
角
に
先
行
す
る
渡
調



来
人
が
多
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
の
は
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。

下
出
積
與
教
授
は
『
日
本
古
代
の
仏
教
と
神
祗
」
の
中
で
、
越
の
私
伝
仏
教
は
、
渡
来
し
て
き
た
庶
民
層
の
渡
来
人
か
ら
在
地
の
庶
民

層
へ
と
伝
え
ら
れ
た
も
の
は
明
か
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
公
伝
仏
教
の
場
合
と
は
全
く
反
対
に
、
民
間
宗
教
者
で
あ
る
僧
尼
に
よ
る
仏
教

⑬

の
布
教
を
中
心
と
す
る
布
教
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
の
は
、
注
目
す
べ
き
発
言
で
あ
る
。
学
問
仏
教
は
勿
論
肝
要
で
あ
る
。

し
か
し
ま
た
、
民
間
布
教
の
持
つ
幅
と
豊
か
さ
は
尊
重
さ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
辞
支
仏
の
問
題
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
面
に
関

わ
る
こ
と
が
大
き
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

古
代
日
本
仏
教
に
於
て
は
、
山
林
に
止
住
す
る
修
行
者
が
か
な
り
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
が
、
そ
の
辺
の
事
情
を
史
書
に
見
る
と
、
「
續

日
本
紀
』
元
正
天
皇
養
老
二
年
（
七
一
八
）
十
月
の
太
政
官
よ
り
僧
綱
へ
の
告
文
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

其
居
非
二
精
舍
屯
行
乖
二
練
行
や
任
し
意
入
し
山
。
獅
造
二
篭
窟
や
混
二
濁
山
河
之
清
↓
雑
二
煤
煙
霧
之
彩
毛
又
經
日
。
日
乞
告
械
二
雑
市

⑲

里
至
情
雌
し
遂
二
於
和
先
や
形
無
し
別
二
干
窮
乞
毛
如
レ
斯
之
輩
愼
加
二
禁
嶮
幻

こ
れ
は
、
僧
尼
令
の
中
に
、
僧
尼
が
山
居
し
て
修
道
す
る
こ
と
を
望
む
者
に
対
し
て
は
、
所
属
官
司
の
認
可
と
規
制
の
も
と
に
行
な
う

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
れ
に
違
反
す
る
も
の
が
出
て
き
た
現
状
を
戒
め
た
も
の
で
あ
る
。

精
舎
を
出
て
意
の
ま
ま
に
山
中
に
あ
っ
て
、
蓄
窟
を
作
り
云
々
の
、
山
林
止
住
の
修
行
者
の
状
態
は
、
す
で
に
僧
尼
令
以
前
に
行
な
わ

れ
て
い
た
山
林
修
行
者
の
様
相
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
風
習
を
僧
尼
令
が
一
定
の
規
制
の
も
と
に
認
め
て
も
、
そ
れ
に
違
反
し
自

由
に
ふ
る
ま
う
者
が
現
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

又
、
同
書
、
聖
武
天
皇
天
平
元
年
（
七
二
九
）
四
月
の
項
に
は
勅
と
し
て
、
内
外
の
文
武
百
官
及
び
天
下
の
百
姓
に
、
異
端
を
学
習
す

る
こ
と
を
戒
め
、
か
つ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

三
、
古
代
日
本
仏
教
の
山
林
修
行
者
と
鮮
文
仏

い



一
遍
（
一
二
三
，
一

う
な
箇
所
が
あ
る

以
上
の
例
に
よ
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
山
林
に
は
種
々
の
修
行
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
中
央
の
み
な
ら
ず
、
地

方
に
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
古
代
の
人
々
の
宗
教
上
の
、
純
粋
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
、
生

活
上
の
、
あ
る
い
は
社
会
的
責
務
の
問
題
は
介
在
し
て
い
た
に
し
て
も
、
山
林
に
止
住
し
た
人
々
の
様
相
を
、
古
代
日
本
仏
教
の
課
題
と

し
て
把
握
し
直
す
べ
き
こ
と
の
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
小
槁
に
於
て
は
、
そ
の
手
始
め
に
、
い
く
つ
か
の
文
献
に
よ
り
つ
つ
、
二
三
の
人
々
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

手
の
る
Ｃ こ

れ
は
ひ
ろ
く
在
家
者
に
も
、
山
林
に
於
て
仏
法
に
背
く
行
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、
同
書
の
淳
仁
天
皇
天

平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
八
月
の
詔
に
は

⑪

天
下
諸
國
隠
二
於
山
林
一
清
行
逸
士
十
年
已
上
。
皆
令
二
得
度
毛

と
あ
り
、
山
林
に
隠
れ
て
い
る
十
年
以
上
の
修
業
者
に
は
、
得
度
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
逸
士
は
隠
士
の
意
と
解
さ

れ
る
が
、
頭
注
に
よ
る
と
金
沢
文
庫
本
に
は
近
士
と
あ
る
と
あ
り
、
優
婆
塞
の
意
と
な
る
。
何
れ
に
し
て
も
清
行
の
優
婆
塞
た
る
隠
者
で

イ
、
ヨ
湿
聖
繪
」
の
場
合

文
永
十
年
癸
酉
七
月
に
。
豫
州
浮
穴
郡
に
。
菅
生
の
岩
屋
と
い
ふ
所
に
琴
籠
し
給
ふ
。
此
所
は
観
音
影
現
の
霊
地
。
仙
人
練
行
の
古

跡
な
り
。
む
か
し
佛
法
は
ま
だ
ひ
ろ
ま
ら
ざ
り
し
こ
ろ
、
安
藝
國
の
住
人
。
狩
猟
の
爲
に
此
山
に
來
り
て
。
嶺
に
登
り
て
か
せ
き
を

ま
つ
に
。
持
た
る
弓
を
古
木
に
あ
て
、
は
り
て
け
り
。
其
後
此
木
よ
も
す
が
ら
光
を
は
な
つ
。
壹
に
な
り
て
こ
れ
を
見
る
に
。
上
は

如
レ

此q
O

如
有
下
停
二
住
山
林
一
詳
道
二
佛
法
や
自
作
二
教
化
↓
傳
習
授
レ
業
。
封
二
印
聿
見
符
合
し
藥
造
レ
毒
。
萬
方
作
し
値
。
逹
二
犯
勅
禁
一
者
却
罪
亦

一
三
九
’
八
九
）
の
没
後
、
義
弟
聖
戒
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
法
眼
円
伊
に
よ
っ
て
画
か
れ
た
ヨ
遍
聖
繪
」
第
二
に
は
次
の
よ
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古
木
な
り
。
青
苔
虎
Ｉ
～
に
む
し
て
。
其
か
た
ち
た
し
か
な
ら
ず
。
中
に
金
色
な
る
物
あ
り
。
す
が
た
人
に
似
た
り
。
か
の
猿
師
佛

菩
薩
の
名
禮
い
ま
だ
し
ら
ざ
り
け
る
が
。
自
然
發
得
し
て
。
観
音
な
り
と
い
ふ
事
を
し
り
ぬ
。
歸
依
の
心
た
ち
ま
ち
を
こ
り
て
。
持

⑫

所
の
梓
弓
を
棟
梁
と
し
。
著
所
の
菅
簑
を
う
は
ぶ
き
と
し
て
。
草
舍
を
つ
く
り
て
。
安
置
を
奉
り
ぬ
。

こ
こ
は
一
遍
も
参
籠
し
た
所
で
あ
り
、
現
在
は
菅
生
の
岩
屋
寺
と
な
っ
て
い
る
が
、
山
中
に
奇
岩
の
並
ぶ
修
行
地
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

仏
法
未
だ
広
ま
ら
ざ
る
頃
の
古
代
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
山
に
来
た
猟
師
が
、
観
音
の
影
現
を
自
然
に
発
得
し
、
練
行
の
仙
人
と
な
っ
た
と

い
う
故
地
で
あ
る
。
そ
れ
は
古
代
の
辞
支
仏
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
仙
人
の
彫
像
は
、
岩
屋
寺
の
千
人
堂
に
安
置
さ

＠

れ
て
い
て
、
半
身
裸
形
の
溥
身
老
相
像
は
、
播
磨
法
華
山
一
乗
寺
の
法
道
仙
人
像
（
弘
安
九
年
作
）
に
似
て
い
る
と
い
う
。

Ｐ
ｌ
イ
バ
ー
ノ
イ
ノ

修
験
道
の
開
祖
と
さ
れ
る
役
小
角
が
史
書
に
初
見
す
る
の
は
「
續
日
本
紀
」
文
武
天
皇
三
年
（
六
九
九
）
五
月
の
項
に

丁
丑
。
役
小
角
流
二
子
伊
豆
嶋
幻
初
小
角
住
二
於
二
葛
木
山
や
以
二
兜
術
一
稲
。
外
從
五
位
下
韓
國
連
廣
足
師
焉
。
後
害
二
其
能
心
識
以
二

⑭

妖
或
尭
故
配
二
遠
虚
毛
世
相
傳
云
。
小
角
能
役
二
使
鬼
刺
↓
汲
レ
水
採
二
薪
毛
若
不
レ
用
し
命
。
即
以
レ
兇
縛
し
之
。

と
あ
り
、
弟
子
韓
国
連
広
足
の
識
に
よ
っ
て
遠
流
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大
宝
元
年
（
七
○
一
）
正
月
に
召
し
返
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
問
題
と
さ
れ
た
呪
術
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
「
日
本
霊
異
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
・

こ
の
書
は
、
役
小
角
に
比
較
的
近
い
、
ほ
ぼ
百
年
後
、
平
安
初
期
の
成
立
で
あ
り
、
説
話
と
し
て
架
空
の
部
分
も
あ
る
が
、
実
情
を
伝
え

て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑮

上
巻
二
十
八
の
「
孔
雀
王
の
光
法
を
修
持
し
、
異
し
き
験
力
を
得
て
、
現
に
仙
と
作
り
て
天
に
飛
ぶ
縁
」
に
は
、

役
の
優
婆
塞
は
、
賀
茂
役
公
、
今
の
高
賀
茂
の
朝
臣
と
い
ふ
者
な
り
。
大
和
の
國
葛
城
の
上
の
郡
茅
原
の
村
の
人
な
り
。
生
知
り
博

學
な
り
。
三
寶
を
仰
ぎ
信
け
て
業
と
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
大
和
葛
城
山
麓
の
茅
原
の
賀
茂
氏
の
出
で
あ
っ
た
と
い
う
。
賀
茂
氏
は
神
事
を
主
宰
す
る
家
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

口
、
役
小

角
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そ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
大
野
観
明
師
の
「
修
験
道
の
真
髄
」
を
参
考
に
記
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
役
行
者

え
だ
ち

は
霊
山
葛
城
に
拠
り
、
重
要
な
神
性
を
持
つ
と
こ
ろ
の
呪
術
を
役
と
し
て
、
賀
茂
氏
の
主
宰
す
る
神
事
、
特
に
予
言
、
神
託
を
伝
え
る

聖
務
を
勤
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
く
世
間
の
信
仰
と
声
望
と
を
一
身
に
集
め
て
い
た
呪
術
家
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
韓
国
連
広
足
の
ご

と
き
外
人
の
徒
弟
ま
で
も
持
ち
、
多
く
の
門
流
に
伝
授
す
る
立
場
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
役
小
角
は
、
仏
教
の
究
法
を
求
め
て
孔
雀
の
法
を
修
習
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
『
霊
異
記
」
に
は

ク

ス
ス

所
以
に
晩
レ
ニ
シ
四
十
餘
歳
を
以
て
、
更
に
巌
窟
に
居
り
、
葛
ヲ
被
、
松
を
餌
み
、
清
水
の
泉
を
沐
み
、
欲
界
の
垢
を
濯
キ
、
孔
雀

の
兇
法
を
修
習
し
、
奇
異
の
瞼
術
を
證
し
得
た
り
。

と
あ
り
、
四
十
才
の
晩
年
に
な
っ
て
巖
窟
に
入
り
、
心
身
の
苦
行
を
経
て
孔
雀
の
呪
法
を
得
た
と
い
う
。⑯

こ
の
呪
法
に
つ
い
て
は
、
江
戸
後
期
の
修
験
道
の
学
僧
行
智
（
一
七
七
八
’
一
八
四
一
）
が
「
木
葉
衣
」
に
述
べ
て
い
る
所
に
注
意
し
て

み
た
い
。
そ
れ
は
、
役
小
角
の
孔
雀
の
呪
法
を
考
え
る
さ
い
、
不
空
訳
の
『
孔
雀
明
王
經
』
を
引
き
合
い
に
出
す
の
は
妥
当
で
は
な
い
・

不
空
訳
は
役
小
角
よ
り
後
の
漢
訳
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
帛
戸
梨
密
多
羅
訳
の
「
孔
雀
王
經
」
に
こ
そ
拠
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ

⑰

の
訳
に
つ
い
て
は
、
「
高
僧
傳
」
の
帛
戸
梨
密
多
羅
伝
に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
る
。
即
ち
、
密
は
西
域
の
人
で
、
晋
の
永
嘉
年
中
（
三
○

七
’
一
三
）
中
国
に
来
た
が
、
彼
は
呪
術
を
善
く
し
、
向
う
所
皆
験
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
江
東
（
東
晋
）
に
は
未
だ
呪
術
が
な
か
っ
た

の
で
、
彼
は
「
孔
雀
王
經
」
を
訳
出
し
諸
神
術
を
明
か
し
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
密
教
を
伝
え
る
初
め
は
、
和
漢
両
朝
と
も

孔
雀
の
呪
法
で
あ
る
と
言
い
、
更
に
、
憾
む
ら
く
は
こ
の
密
軌
は
今
に
伝
わ
ら
ず
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。

行
智
の
見
解
は
達
見
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
は
わ
れ
わ
れ
に
は
手
許
に
届
き
、
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

⑬

れ
は
『
大
正
蔵
經
」
一
九
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、
失
訳
の
「
大
金
色
孔
雀
王
呪
經
」
一
巻
と
、
同
じ
く
失
訳
「
佛
説
大
金
色
孔
雀
王
呪

⑲

經
」
一
巻
が
そ
れ
に
当
る
。
双
方
と
も
、
『
大
正
蔵
經
」
の
編
纂
者
に
よ
る
脚
註
に
よ
っ
て
、
東
晋
西
域
沙
門
帛
戸
梨
密
多
羅
訳
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
双
方
の
中
の
後
者
は
「
重
訳
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
中
国
の
経
録
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
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役
小
角
は
、
こ
れ
ら
の
経
典
の
示
す
密
呪
の
道
を
川
間
に
止
往
し
て
精
進
苦
行
し
て
歩
み
、
そ
の
究
極
に
達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
よ
く
神
呪
を
諭
し
、
よ
く
鬼
物
を
役
使
し
た
と
い
う
仏
図
澄
が
、
仏
教
に
お
け
る
霊
験
と
は
、
至
道
は
遠
く
、
深
理
を
極
め
て

③

後
に
こ
そ
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
と
い
う
言
葉
に
通
ず
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一
方
ひ
る
が
え
っ
て
、
役
小
角
は
優
婆
塞
で
あ
っ
て
、
仏
道
に
お
け
る
修
行
は
辞
支
仏
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
精
進

苦
行
の
果
て
に
究
極
の
域
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
役
小
角
を
修
験
道
当
山
破
の
『
修
練
秘
要
義
』
（
一
七
二
○
成
立
）
に
は
次
の
よ

『
大
金
色
孔
雀
明
王
呪
經
」
は
、
往
者
雪
山
南
に
金
色
孔
雀
明
王
あ
り
、
大
孔
雀
明
王
呪
経
を
以
て
自
ら
護
り
安
隠
で
あ
っ
た
。
次
に

呪
が
説
か
れ
、
こ
の
呪
は
一
切
の
凶
悪
を
皆
悉
く
降
伏
し
、
其
の
手
足
支
節
を
悉
く
動
く
こ
と
を
得
し
め
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ

し
て
先
出
の
神
仙
達
の
名
号
を
あ
げ
、
そ
の
名
号
を
受
持
す
れ
ば
、
志
念
成
就
し
、
呪
術
成
就
し
、
苦
行
を
修
し
て
山
林
に
止
往
し
、
自

在
に
し
て
感
変
速
疾
で
あ
り
、
五
神
通
を
得
て
意
の
ま
ま
に
虚
空
に
遊
歩
す
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
神
仙
の
中
に
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
を

作
っ
た
神
仙
も
あ
り
、
こ
の
呪
を
調
持
し
て
意
の
ま
ま
に
所
作
を
弁
じ
た
と
い
う
。
以
下
は
呪
を
連
ね
て
い
る
。

『
佛
説
大
金
色
孔
雀
明
王
經
」
は
、
黒
蛇
に
か
ま
れ
た
比
丘
を
、
こ
の
呪
に
よ
っ
て
、
結
界
結
呪
し
、
擁
護
し
毒
よ
り
救
う
こ
と
が
説

か
れ
る
。
こ
の
呪
は
ま
た
刀
杖
、
天
龍
、
鬼
神
、
熱
病
等
の
苦
患
を
除
く
と
い
う
。
そ
の
他
、
神
仙
の
名
号
受
持
の
功
徳
等
を
あ
げ
て
い

も
触
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

訳
・
義
浄
訳
と
大
差
は
な
い
。

⑳

こ
れ
ら
二
経
の
他
に
、
僧
伽
婆
羅
訳
『
孔
雀
王
呪
經
』
（
五
○
六
’
二
○
訳
）
の
末
尾
に
、
「
結
兜
界
法
帛
戸
梨
密
前
出
」
と
あ
る
の

が
注
目
さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
役
小
角
も
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
結
呪
界
法
で
あ
る
。
鬼
神
を
繋
縛
し
、
去
ら
し
め
る
こ
と
に

ブ

勾
絞

に
は
省
略
さ
せ
て
頂
く
。

こ
の
帛
Ｐ
梨
密
多
羅
等
ミ
ミ
国
訳
の
二
経
に
つ
い
て
概
略
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
共
に
短
い
経
典
で
あ
る
が
、
そ
の
要
点
は
、
不
空
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ハ
、
泰
澄

越
の
大
徳
と
よ
ば
れ
、
白
山
の
開
創
者
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
泰
澄
（
六
八
一
’
七
六
七
）
に
つ
い
て
は
、
最
古
の
資
料
と
さ
れ
る
『
泰
澄

⑬

和
尚
傳
」
に
よ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
資
料
は
浄
蔵
（
八
九
一
’
九
六
四
）
の
口
授
す
る
と
こ
ろ
を
、
門
人
の
神
興
が
筆
記
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で
、
天
徳
二
年
（
九
五
七
）

の
筆
録
と
い
わ
れ
る
。
泰
澄
滅
後
九
十
余
年
の
こ
と
に
な
る
。
但
し
現
在
本
は
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
書
写
本
で
あ
る
。

但
し
、
伝
承
は
重
ね
ら
れ
て
ゆ
く
間
に
、
加
え
ら
れ
変
容
し
て
ゆ
く
事
も
多
く
、
こ
の
小
槁
に
於
て
は
、
泰
澄
の
宗
教
上
の
面
で
、
真

実
と
思
わ
れ
る
要
点
を
と
り
あ
げ
て
、
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

こ
の
『
傳
』
に
よ
れ
ば
、
泰
澄
は
越
前
国
麻
生
津
の
人
で
、
少
年
の
頃
、
越
知
峯
坂
本
の
巖
屋
に
入
り
十
一
面
観
音
を
礼
拝
し
て
い
た

と
い
う
。
そ
れ
よ
り
越
知
峯
に
登
り
、
後
年
に
至
る
ま
で
彼
の
峯
を
栖
と
し
て
、
久
修
練
行
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
間
の
こ
と
を
、

「
自
落
濱
髪
乃
爲
比
丘
形
」
と
あ
る
の
は
、
自
度
僧
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
藤
皮
苔
衣
を
着
け
云
々
の
山
中
に
お
け
る
辞
支
仏

と
し
て
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
続
い
て
、
「
生
得
智
解
忽
發
、
布
字
月
輪
在
心
、
自
然
覺
悟
暗
催
」
と
見
ら
れ
る
の
は
、
虚
空
蔵
求
聞
持

法
を
修
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
問
題
が
あ
る
。
求
聞
持
法
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の

場
合
は
恐
ら
く
後
世
の
附
加
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
和
尚
於
越
知
峯
見
白
山
高
嶺
雪
峯
、
常
念
肇
登
彼
雪
嶺
、
爲
末
世
衆
生
利
益
、
可
奉
行
顯
霊
祁
美
」
と
あ
る
が
、
越
知
峯
よ
り

白
山
を
望
み
見
て
念
願
す
る
所
は
、
か
の
雪
嶺
に
登
り
、
末
世
衆
生
利
益
の
為
に
、
霊
神
を
顕
わ
し
奉
る
べ
し
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
そ

う
に
云
っ
て
い
る
。

無
佛
世
出
。
而
無
師
掲
悟

独
覚
の
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
。

唾

故
濁
覺
之
菩
薩
也
（
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白
山
は
神
の
聖
域
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
到
り
得
た
泰
澄
は
、
神
仏
一
如
の
境
地
を
悟
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
神
道
た

ら
し
め
仏
教
た
ら
し
め
る
霊
性
の
体
認
に
他
な
ら
ぬ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

信
仰
の
故
に
、
神
も
在
し
、
仏
も
現
れ
給
う
境
涯
に
辿
り
つ
い
た
泰
澄
は
、
古
代
に
お
け
る
真
の
宗
教
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
畔
支
仏

と
し
て
の
出
発
か
ら
辿
り
得
た
も
の
で
あ
り
、
辞
支
仏
で
あ
っ
た
が
故
に
、
民
衆
と
共
に
あ
っ
た
人
で
あ
っ
た
。

更
に
こ
の
「
傳
」
に
は
、
行
基
来
り
て
白
山
妙
現
大
菩
薩
に
参
詣
し
、
行
基
と
泰
澄
と
互
い
に
微
笑
し
て
年
来
の
同
胞
の
如
く
、
悦
喜

胸
に
満
ち
て
足
の
踏
む
所
を
知
ら
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
行
基
が
権
現
垂
迩
の
由
来
を
問
う
た
の
に
対
し
、
泰
澄
は
種
々

の
現
瑞
を
答
え
、
行
基
は
久
し
く
手
を
拱
い
て
、
感
心
し
て
神
融
と
言
っ
た
と
述
べ
て
あ
る
が
、
行
基
と
泰
澄
と
、
何
れ
劣
ら
ぬ
宗
教
者

き
た
と
い
う
。

次
に
『
傳
」
に
よ
る
と
白
山
へ
の
登
頂
を
願
っ
た
泰
澄
は
、
夢
に
貴
女
に
導
か
れ
て
、
白
山
麓
の
林
泉
に
於
て
、
日
夜
大
音
声
を
放
っ

て
礼
拝
念
調
を
続
け
て
い
た
と
い
う
。
と
き
に
祈
念
に
棚
え
て
、
前
の
貴
女
が
現
れ
、
告
げ
て
い
わ
く
、
我
は
伊
弊
諾
尊
で
あ
る
。
今
は

妙
理
大
菩
薩
と
号
す
る
と
。
そ
し
て
、
わ
が
真
身
は
天
嶺
に
あ
る
か
ら
往
き
て
礼
す
べ
し
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

白
山
天
嶺
に
登
る
こ
と
を
得
た
泰
澄
は
、
緑
碧
地
の
側
に
あ
っ
て
一
心
に
祈
念
し
て
い
て
、
十
一
面
観
音
の
玉
体
を
拝
す
る
こ
と
が
で

こ
に
泰
澄
の
霊
性
に
対
す
る
深
い
信
仰
と
、
庶
民
の
場
に
立
つ
宗
教
者
の
姿
が
あ
る
。

十
一
面
観
音
の
信
仰
も
、
こ
の
槁
で
前
に
あ
げ
た
下
出
積
與
教
授
の
云
わ
れ
る
よ
う
に
、
越
の
私
伝
仏
教
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、

又
、
十
一
面
観
音
の
信
仰
は
、
そ
の
地
に
広
ま
る
の
に
泰
澄
の
力
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
に
、
滋
賀
県
湖
北
の
渡
峯
寺
の
十
一

⑭

面
観
音
は
、
戦
国
の
兵
火
か
ら
村
人
に
よ
っ
て
護
ら
れ
、
泰
澄
和
尚
の
御
自
作
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
（
実
際
は
平
安
初
期

で
芋
め
っ
た
。

次
に
、
｝

の
作
と
さ
れ
る
。
）

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
論
文
を
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
戸
澗
幹
夫
氏
の
「
遺
跡
・
遺
物
が
語
る
白
山
信
仰
の
軌

、ハ

ロ、



｛
唖跡
」
に
、
越
前
加
賀
の
丘
陵
地
帯
か
ら
発
掘
さ
れ
た
、
奈
良
時
代
の
山
寺
、
三
千
寺
跡
に
、
二
○
○
点
に
及
ぶ
転
用
硯
が
出
土
し
た
こ
と

を
挙
げ
て
お
ら
れ
、
戸
澗
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
決
し
て
高
級
品
で
は
な
く
、
そ
こ
に
多
く
の
身
分
の
低
い
修
行
者
達
が
い
た
こ
と
を

証
明
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
優
婆
塞
・
沙
弥
と
い
う
人
々
で
あ
っ
た
ろ
う
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
は
、

極
め
て
示
唆
に
富
む
見
解
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

多
く
の
こ
の
よ
う
な
修
行
者
達
、
そ
れ
は
畔
支
仏
と
い
っ
て
よ
い
人
々
で
あ
ろ
う
が
、
泰
澄
自
身
、
こ
う
し
た
背
景
を
持
ち
つ
つ
、
特

に
傑
出
し
た
僧
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
文
章
は
、
下
野
国
伊
博
士
は
勝
道
と
親
し
か
っ
た
が
、
伊
博
士
が
任
を
了
え
て
京
都
に
帰
る
に
当
り
、
勝
道
が
博
士
を
通
じ
て
空

海
に
依
頼
し
、
空
海
が
そ
れ
に
応
じ
て
作
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
勝
道
が
、
勝
境
日
光
山
の
記
が
な
い
の
を
嘆
き
、
空
海
に
そ
れ
を
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
空
海
は
勝
道
と
は
面
識
が

な
か
っ
た
が
、
伊
博
士
よ
り
、
命
を
か
け
て
仏
道
を
求
め
る
そ
の
真
情
を
聞
き
、
日
光
山
の
こ
と
と
兼
ね
て
こ
の
記
を
作
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
時
に
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
八
月
の
勝
道
存
命
中
で
あ
る
。

こ
の
文
章
に
よ
っ
て
勝
道
の
行
道
の
大
体
を
記
し
て
み
る
と
、
勝
道
は
下
野
芳
賀
の
人
で
、
若
年
の
頃
よ
り
世
間
の
営
み
を
惑
い
と
し

て
、
三
諦
の
滅
業
に
飢
え
て
い
た
。
三
諦
の
滅
業
と
は
、
天
台
教
学
の
教
観
二
門
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
求
め
て
十
分
に
得
ら
れ
な
か
っ
た

当
時
の
下
野
に
は
、
す
で
に
天
台
教
学
の
萌
芽
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鑑
真
門
下
の
道
忠
は
東
国
に
教
化
の
為
、
わ
た
っ
て
い
た
。

鑑
真
は
天
台
学
者
で
あ
り
、
そ
の
弟
子
達
も
唐
招
提
寺
で
天
台
学
を
講
じ
て
い
た
。
道
忠
は
後
年
、
最
澄
が
叡
山
で
天
台
教
学
を
求
め
始

と
い
壷
っ
の
で
あ
る
》
フ
。

、

二
、
勝
道

日
光
山
の
開
創
者
勝
道

（
七
三
五
’
八
一
七
）
に
つ
い
て
は
、
空
海
作
の
『
沙
門
勝
道
歴
山
水
螢
玄
珠
」
に
よ
っ
て
考
察
を
加
え
て
み
た
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自
然
の
険
峻
の
中
に
身
を
投
じ
、
そ
こ
に
一
歩
ず
つ
歩
を
踏
む
と
き
、
そ
れ
は
禅
定
の
修
行
が
成
り
立
ち
、
菩
提
へ
の
道
が
開
か
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
神
が
仏
が
在
し
、
そ
の
一
如
の
境
地
が
開
か
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
。

勝
道
は
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
三
月
に
、
改
め
て
山
に
登
り
、
南
湖
の
ほ
と
り
に
着
い
た
。
そ
し
て
そ
の
地
に
小
さ
な
寺
を
建
て
神
宮

寺
と
名
づ
け
、
こ
こ
に
四
年
居
住
し
て
修
行
を
続
け
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
上
野
国
の
講
師
に
任
命
さ
れ
、
他
人
の
利
益
を
考
え
、
仏
道

を
弘
め
、
又
、
都
賀
郡
城
山
に
華
厳
寺
院
を
建
立
し
た
と
空
海
の
文
章
は
記
し
て
い
る
。

勝
道
は
下
野
薬
師
寺
で
得
度
受
戒
し
た
僧
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
峻
嶺
に
身
を
投
じ
、
山
中
に
命
懸
け
の
求
道
を
し
た
。
そ
れ
は
釈
尊

の
山
中
に
お
け
る
辛
苦
の
道
に
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
空
海
は
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
畔
支
仏
の
道
で
あ
っ
た
と
云
え
な
い
で
あ

厭
聚
落
之
轟
轟
、
仰
林
泉
之
皓
然

と
記
さ
れ
て
い
る
。
勝
道
は
か
く
し
て
林
泉
の
中
に
身
を
投
じ
、
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
、
前
人
未
踏
の
補
陀
洛
山
へ
の
登
頂
を
試
み

た
が
雪
深
き
峻
嶺
に
は
、
登
肇
も
な
ら
な
か
っ
た
。
天
応
元
年
（
七
八
一
）
に
も
成
ら
ず
、
天
応
二
年
（
七
八
二
）
に
は
、
諸
神
祇
の
為
に

経
を
写
し
、
仏
を
図
し
、
経
像
を
負
い
、
も
し
山
頂
に
至
る
事
を
得
ば
、
経
像
を
以
て
神
を
供
養
し
、
以
て
神
威
を
崇
め
、
群
生
の
福
を

饒
に
す
べ
し
と
誓
い
を
発
し
た
。
善
神
に
願
い
、
身
疲
れ
力
蜴
き
、
よ
う
や
く
そ
の
頂
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
而
し
て
神
窟
を
見
る
こ

と
も
得
た
。

し
」
斗
め
ｈ
ノ
、
桂
枕
砕
〃
て

１
０

ろ
う
ｆ
刀

め
、
一
切
経
耆
字
の
念
願
を
起
し
た
さ
い
、
道
忠
は
東
国
よ
り
二
千
余
巻
の
書
字
を
送
っ
て
援
助
し
て
い
る
。

勝
道
は
、
三
諦
の
滅
業
を
求
め
て
、
し
か
も
充
分
に
満
た
さ
れ
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

⑰

こ
の
点
に
関
し
て
は
別
な
見
方
が
あ
っ
て
、
「
天
台
の
説
く
悟
り
の
業
に
あ
き
た
ら
な
か
っ
た
。
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
章
は

姪
柳
四
民
之
生
事
、
調
飢
三
諦
之
滅
業
。
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本
稿
は
始
め
に
「
日
本
仏
教
に
お
け
る
辞
支
仏
の
問
題
」
と
い
う
題
を
か
か
げ
て
了
っ
た
が
、
実
際
は
、
日
本
古
代
仏
教
の
一
部
を
か

い
ま
見
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
課
題
は
広
く
見
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
力
及
ば
な
か
っ
た
。

畔
支
仏
の
概
念
も
、
イ
ン
ド
仏
教
の
そ
れ
と
は
、
中
国
仏
教
を
通
過
し
て
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
、
そ

の
根
本
は
変
わ
ら
ぬ
に
し
て
も
、
た
と
え
ば
、
十
二
因
縁
を
観
じ
て
悟
る
も
の
、
飛
華
落
葉
を
観
じ
て
悟
る
も
の
と
よ
く
云
い
な
ら
わ
さ

れ
て
き
た
。
こ
れ
は
中
国
仏
教
に
発
す
る
が
、
日
本
仏
教
で
は
、
辞
支
仏
に
つ
い
て
い
う
時
の
通
途
の
表
現
で
あ
る
。
又
、
飛
華
落
葉
は

畔
支
仏
の
こ
と
を
離
れ
て
も
使
わ
れ
る
表
現
で
あ
る
。

⑳

又
、
畔
支
仏
の
説
法
に
つ
い
て
は
、
「
支
仏
説
法
」
と
い
っ
た
論
題
も
現
れ
、
そ
れ
は
一
般
の
こ
と
の
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
変
容
は
あ
り
な
が
ら
、
教
団
や
寺
院
に
属
せ
ず
、
独
り
山
野
に
、
あ
る
い
は
市
中
に
あ
っ
て
仏
教
に
心
を
入
れ
て

過
ご
し
た
人
々
の
多
く
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
ら
の
人
々
を
畔
支
仏
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

自
由
に
純
粋
に
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
側
面
の
支
持
者
で
あ
り
、
底
辺
を
支
え
た
人
々
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
優
婆
塞
、
私
度
僧
、
隠
者
、
沙
弥
等
の
出
家
者
の
一
部
等
で
あ
る
。
そ
の
中
、
山
中
に
あ
っ
て
精
進
苦
行
の
上
、

宗
教
的
高
み
に
到
達
し
た
人
々
、
霊
性
の
体
認
を
な
し
と
げ
た
人
々
に
は
、
敬
服
の
他
な
い
が
、
修
験
道
の
祖
と
な
っ
て
い
っ
た
人
々
で

あ
っ
た
ｃ

ひ
じ
り

又
、
沙
弥
の
中
の
半
僧
半
俗
の
人
々
は
、
山
中
に
あ
り
、
市
井
に
あ
り
信
仰
の
純
粋
を
保
っ
た
。
一
方
、
平
安
時
代
の
聖
と
呼
ば
れ

る
人
も
そ
う
で
あ
る
。
尊
敬
さ
れ
、
民
衆
の
教
化
に
当
っ
た
。

親
鶯
は
つ
れ
づ
ね
、
「
加
古
の
教
信
沙
弥
は
わ
が
定
な
り
」
（
改
邪
紗
）
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。
橋
川
正
教
授
は
『
綜
合
日
本
仏
教
史
」

の
中
で
、
「
聖
の
系
統
よ
り
法
然
の
浄
土
教
が
出
、
沙
弥
の
系
統
よ
り
真
宗
が
出
た
」
と
云
わ
れ
て
い
る
の
は
、
傾
聴
す
べ
き
言
葉
で
あ

結
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る
と
思
わ
れ
る
。

註略
称
智
証
大
師
全
集
を

①
智
全
中
、
五
七
八
頁

②
割
註
に
よ
り
、
貫
を

③
割
註
に
よ
り
、
忌
を

④
大
正
七
四
、
一
二
三

⑤
大
正
七
四
、
二
一
六

⑥
智
全
中
、
六
四
四
頁

⑦
大
正
一
八
、
三
三
頁

⑧
大
正
三
九
、
七
四
一

⑨
智
全
中
、
四
八
○
・

⑩
大
正
七
四
、
六
六
一

⑪
国
史
大
系
三
一
、
二

⑫
日
仏
全
二
七
、
二

⑬
日
仏
全
二
七
、
二

⑭
国
史
大
系
三
一
、
四

⑮
国
史
大
系
三
一
、
一

⑯
「
平
安
遣
文
」
八
、

⑰
大
正
二
、
七
二
三
頁

⑱
大
正
二
四
、
七
二
七

⑲
大
正
二
七
、
二
四
一

大
正
二
四
、
七
二
七
頁

大
正
二
七
、
二
四
一
頁

国
史
大
系
三
一
、
一
頁

大
正
一
八
、
三
三
頁

大
正
三
九
、
七
四
一
頁

智
全
中
、
四
八
○
・
四
八
一

大
正
七
四
、
六
六
一
頁
・
雪

国
史
大
系
三
一
、
二
七
二
頁

日
仏
全
二
七
、
二
七
六
・

日
仏
今
三
一
七
、
二
九
七
頁

割
註
に
よ
り
、
忌
を
忘

大
正
七
四
、
一
二
三
頁

大
正
七
四
、
二
一
六
頁

智
全
中
、
六
四
四
頁

国
史
大
系
三
一
、
四
二
三
頁
、
日
仏
全
一
一
七
、
四
七
九
頁

割
註
に
よ
り
、
貫
を
實
に
改
む
。

割
註
に
よ
り
、
忌
を
忘
に
改
む
。

智
証
大
師
全
集
を
「
智
全
」
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
を
「
大
正
」
、
日
本
大
蔵
経
を
「
日
蔵
」
、
大
日
本
仏
教
全
書
を
「
日
仏
全
」
と
略
す
。

三
三
頁

七
四
一
頁

八
○
・
四
八
一
・
五
○
八
頁

六
六
一
頁
．
『
菅
家
文
草
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

一
、
二
七
二
頁
・
日
仏
全
一
○
一
、
三
五
七
頁

七
、
二
七
六
・
二
八
五
頁

八
、
三
○
四
八
頁

五
四
○
’
二
貝
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⑫⑨⑳⑲⑱⑰⑳⑮⑭⑬⑫⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳

こ
の
書
に
つ
い
て
は
、

新
訂
増
補
国
史
大
系

同同『
時
宗
全
聿
旦
四
頁

大
正
一
九
、
三
三
○
頁

た
と
え
ば
東
北
地
方
南
部
地
域
で
は
、
徳
一
の
存
在
が
そ
れ
で
あ
る

「
曹
洞
宗
全
書
拾
遺
』
三
三
七
頁

二
○
○
一
年
、
日
本
山
岳
修
験
学
会
に
お
け
る
荊
演

こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
藤
井
教
公
教
授
の
御
教
示
を
頂
い
た
。

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
続
日
本
紀
」
前
篇
七
五
頁

同
後
篇
八
六
頁

同
同
三
八
六
頁

新
訂
増
補
国
史
大
系
一
八
．
五
八
頁

日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
」
四
、
五
九
頁

日
本
古
典
文
学
大
系
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
三
八
○
頁

「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
五
、
六
一
八
頁
参
照

「
学
叢
」
第
三
号
、
四
三
’
四
頁
・
「
泉
生
山
酒
見
寺
」
一
七
一
’
三
頁

続
蔵
二
’
九
’
四

大
正
六
一
、
四
五
一
’
四
頁

大
正
七
五
、
四
○
八
頁

望
月
仏
教
大
辞
典
４
、

大
正
一
八
、
六
八
一
頁

『
泉
生
山
酒
見
寺
』
三
三
頁

「
冑
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
」
七
○
頁

室
月
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
聖
教
目
録
』
八
四
頁

『
曼
殊
院
古
文
書
聖
教
目
録
』
一
○
六
頁

三

六
二

二

頁

1



⑬⑰⑯⑮②⑬⑫③⑳⑲⑬⑰⑯⑮⑭⑬本
稿
は
、
『
櫻
部
建
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
中
の
拙
槁
「
辞
支
仏
と
日
本
仏
教
」
に
対
し
て
訂
正
・
補
筆
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
役
行
者
と
修
験
道
の
世
界
」
四
一
二
頁

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
續
日
本
紀
』
前
篇
四
頁

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
霊
異
記
」
一
三
五
頁

日
蔵
「
修
験
道
章
疏
一
三
、
一
七
三
’
四
頁

大大大
正正正

九九九

四四四
五七七
八九七

’’’
九八八

頁一頁

日
蔵
「
修
験
道
章
疏
』

大
正
五
○
、
三
二
七
頁

大
正
五
○
、
三
八
三
頁
。
『
高
僧
伝
』
仏
図
澄
伝

日
蔵
『
修
験
道
章
疏
』
一
、
二
七
五
’
七
頁

『
白
山
史
料
集
』
上
巻
二
二
○
頁
（
金
沢
文
庫
資
料
）

野
村
治
善
氏
の
御
指
示
に
よ
る
。

「
白
山
の
歴
史
と
文
化
」
平
成
元
年
’
三
年
調
査
報
告
書

「
弘
法
大
師
全
集
』
一
○
、
四
二
頁

『
弘
法
大
師
空
海
全
集
一
第
六
巻
一
九
二
頁

「
白
山
の
歴
史
と
文
化
」

「
弘
法
大
師
全
集
』
一
○

『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』

『
天
台
間
要
自
在
房
』
等

頁

（
石
川
県
立
白
山
ろ
く
民
俗
資
料
館
発
行
）
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